
小樽市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況（平成２８年度実績）

■平成２８年度 教育・保育：「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」　　(※事業計画書20ページ一部抜粋)
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平成２８年度の取組と今後の事業計画、課題等

　保育所部分の利用定員（確保方策）は、平成26年度に本計画を策定後、特定教育・保育施設で10名の減少があったものの、特定地域型保育事
業の区分で利用定員19名の小規模保育事業所の事業開始があったため、保育所部分の全体では計画策定時と比べて9名の増加となった。
　平成29年3月現在では、幼稚園部分の利用定員1,605名に対し1,265名の利用実績があり、保育所部分では1,509名の利用定員に対し1,373名の利
用実績であった。この結果から、保育所部分において、136名分保育需要を上回る利用定員を確保しているように見受けられるが、特定の保育施設
への入所希望や、保育士不足から各保育施設において十分な保育士数を確保できていない状況があり、希望する保育所等に入所することができ
ない入所待ち児童数は、平成28年4月1日現在23名であったところ平成29年3月1日現在103名となり、この人数を利用実績に加味すると1,373名＋
103名＝1,476名となり、保育所全体では需要と供給がほぼ均衡していると考えられる。
　市としては、増大する低年齢児の保育ニーズに対応するため、平成29年4月から市立保育所の歳児別利用定員の見直しを行ったが、今後も、従
来型の幼稚園や認可保育所から子ども・子育て支援新制度幼稚園や認定こども園へ移行する施設が増えることが予想されるところであり、利用定
員の設定については、事業者の意向を確認しながら、市全体の保育需要の状況を勘案し、子ども・子育て会議の意見を伺った上で、市の方針を決
定する。
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